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学会活動 の 回顧 と展望

で きる シ ス テ ム を採用 した，

　（3） 支部会規約の改定 ・整備

　円滑 な支部運営 の た め に ， 関東支部規約 を 2007

（Hl9）年度 の 総 会 に て
一

部改定 し た ，そ の 内容 の 要

点 を以下 に 示 す．

  第 9 条 （支部役員 の 職務） （4）

支部監事は支部事業お よび支部会計の 監査を行 う、

  関東支部役員選出に 閧する 申し合わせ

選挙人，被 選挙人等 の 選 出 に つ い て ，そ の 対象 を 支部

役員改選選挙実施年度 の 7月 1 日現在 とした．

4．5） 2 名 の 副支部長は，支部長候補者が選挙 で選出

さ れ た支部幹事候補者の 中か ら指名 し，支部役員会の

承認を受け る．

4 ．5，6＞支部役員会に お い て 選出さ れ た 約 55 名の 被選

挙人 に つ い て 支部正会員に よる選挙 を実 施 し，21位

まで の候補者に ，次期支部長候補者が研究領域 お よび

所属機関所在地 の 偏 りの 是 正 等の ため に指名す る 4 名

以内を加 えて支部幹事候補者 とする．

  選挙管理委員会規定 を策定 し た ．

　 6．お わ りに

　 1998年度か ら 2007年度 まで の 支部活動 を こ こ に 整

理 し て み る と，た くさ ん の 企 画が 行わ れ て い る ．企 画

に 出席 した 方か ら は とて もよ か っ た との感想が 聞か れ

る．会員 を増や し，家政学の 振興 に つ なげる よ うに ，

何 とかそ の よ さを広 め，若者 ヘ ア ピー
ル す る こ との 必

要性を痛感す る，

中　部　支　部

中部支部長 小 川 宣 子

　 1．は じめに

　  日本家 政学会 の 創立 60周年を迎 える に あ た り，

心 よ りお 喜び 申 し上 げます．

　「生 きる力」の 必要性が言われ ，こ れ は 人間 として

の 実践的 な力が社会 で 生か され る こ と を意味 し，そ の

た め に は家政 学が果たす役割は 大で あ る と考 え る．

「日本家政学会 60周年記念特集号」発刊に あた り，中

部支部 の 活動を ふ りか え る と，諸先生方が そ れ ぞ れ の

社会状況 に見合 っ た 活動 をされ て お られ た こ と を鑑 み

る こ とが で きる ．こ の よ うなご 尽力こ そが こ れ まで の

日本家政学会の 発展 を支えて きた の で あ り，先輩 の 諸

先生方 に深 く感謝 申し上げ る，

　2．支部の地域 ・会 員数

　中部支部 の 所属地域 は，愛知 ，岐 阜，長野 ，三 重，

石川 ，富山，福井の 7 県で あ る ．会員数は 430余名で

ある ，会員数の 55％ 以 上 を 占め る 愛知 は 4 グ ル
ープ

で 編制 さ れ グ ル
ープ ご と に ，他 県は 県ご と の 会員数に

応 じて 役員数を決定 して い る．特 に北 陸は会 員数が少

な く，支部大会 を開催する の も非常に 困難な状況 とな っ

て い る ．

　3．歴 代支部長 ・
副支部長 など

　支部長は 日本家 政 学会代議員経験者 の 中 か ら，副支

部長 は 支 部役 員経 験者の 中 か ら役員選考委員会 が 選出

し，支 部総 会の 承認 を得て 決定さ れ る．10 年間の 支

部 長 ・副支 部長 を表 1 に 示す ．

　こ の 他 に役員 と し て 会計 ， 庶務 ，
企 画 （HP 含む ），

若手の 会 ，監査 を設置 して い る．

　評議員 （平成 16年度 よ り代議員）は ，  日本家 政

学会の本部か ら提示され た人数の 7 名を本部規定に則

表 1．歴代支部長 ・副支部長

年度 支 部 長 副 支部 長

平成 10−ll

平成 12−13

平成 14一工5

平成 16−17

平成 18−・19

大 野 庸 了
・

大野庸子

大 羽 和子　　　高阪謙次

山下 か なへ 　　豊 田幸子

小 川 宣子　　　山澤和子

表 2．評議 員 （平成 16年度 よ り代 議 員）氏名

在任年度 氏 名

平成 10−ll

平成 ／2−13

平成 14−15

平 成 16−17

平成 18−19

天羽教子，大羽和子，近藤博信，島田 裕子，

谷由美了
・．山岸雅子，森　俊夫

天 羽 教子，大羽 和子，小川宣子，近藤博信，

島円裕 子，山岸 雅 子 ，森　俊夫

石原久代，小 川 宣子，尾畑納子 ，高阪謙次，

長谷 川 昇，水谷令子，山下か なへ

小 原 章裕 ，尾 畑 納 子，川村昭 子，竹内若子，

冨 田 明美，長谷 川 昇，山 澤 利 子

東　珠実，太 田 寿江，岸 松静 代 ，岸 本 　満，
千 　裕美，長野宏子，乗本秀樹
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　　　　　　　　　　　 　　　　　　日本家政 学会誌

り，役員選考委員会が 選 出 し，支部総 会 に 報告する ，

こ の 10年間 の 評議員 （代議員） を表 2 に示す，

　4．活動概要

　 こ こ で は平成 ユ0 （1997）年か ら平成 20 （2007）年

の 10年間 に つ い て 中部支部の活動等の 事業 に つ い て

ま とめ る ，

　（1） 総 　　会

平成 10年度総 会　 1998．10．24　愛知学泉大学

平成 11年度総会　 1999．10．30　東海女子短期大学

平成 12 年度総会　2000．10，15　名古屋 聖霊 短期大 学

平成 13年度総会　2001．09．29　鈴鹿 国際大 学

平成 14 年度総 会　2002．09．12　名古屋 女子大学

平成 15 年度総会　2003．09．12 椙山女学園大学

平成 16 年度総会　2004．09．17　岐阜女子大学

平成 17年度総 会　2005．09．17　金城学 院大学

平成 18年度総 会　2006，09，09　名古屋 文化短期大学

平成 19 年度総 会　2007，09．15　名古屋 学芸大学

　（2） 総会 ・大会
・第 44 回総 会　1998，10．24　愛知学泉大学

　研究発表 1口 頭 23 件，ポ ス タ
ー 9件

　講演 会 ：「声は人 な り，こ とばは心 な り
一

論理 的 に

　　　　　 話す
一

」

　　　　　　　　 講師　愛知学泉大学教授　小六英介

・第 45 回総 会　1999．10．30　東海女子短期大学

　研究発表 ：口頭 32件，ポ ス タ
ー9 件

　講演会 ：「カ ウ ン セ ラ
ー

か ら見 た子 どもの 人権」

　　　　　　　　 講師　東海女子大学教授　生 田 純子

・第 46 回大会　2000．エ0．15　名古屋聖霊短期大学

　研究発 表 ：口頭 28件，ポ ス タ ー 6件

　講演会 ：「私 た ち の 身近 な生 活 と環境」

　　　　 講師　南山大学総 合生活学部教授 　江 田信豊

・第 47 回大会　2001，09．29　鈴鹿国際大学

　研 究発 表 ：口 頭 28 件，ポ ス ター 8 件

　 講演会 ：「国際協 力 に おけ る 家政学者の 役割」

　　　　　　　　 講師　鈴鹿国際大学教授　 ク マ ーラ

・第 48 回大会　2002．09．12　名古屋 女子大学

　 研究発 表 ：口頭 31 件，ポ ス タ ー 12件

　 講演会 ：「健康 とバ イ オ テ ク ノ ロ ジー」

　　　　　　　 講 師　名古屋女子大学教授 　垣沼淳司

・
第 49 回大会　2003．09．12 椙山女学園大学

　 研 究発 表 ：口 頭 17 件．ポ ス タ
ー 9件

　 講演会 ；「ジ ェ ン ダ ーの視点で読み 解 く法律 学」

　　　　　　　 講師　椙山女学園大学教授　一ヒ田純 子
・第 50 回記念大会　2004．09，17　岐阜女 了

・
大学

　 28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （224）

Vol．60　No．3　（2009）

　　　研究発表 ：ポ ス ター40 件

　　　基調講演 ：「生 きる力 をそなえた人 づ くり
一

家政 学

　　　　　　　　へ の 期待」

　　　　　　　講師　各務原 市長

　　　　　　　　　　岐阜女子大学特別客員教授　森　真

　 　 　 フ ォ
ー

ラ ム

　　　　ス ピーカー
：　 名城大学農学部助教授 　小原章裕

　　　　　　　　　岐阜女子大学家政学部教 授　三輪聖子

　　　　　　　岐阜婦入子供服工 業組合理 事長　松原
一

廣

　　　　 フ ロ ア
ー

発言 ：大垣桜高等学校教員　 田島真知 子

　　　　　　　関市学校給食セ ン タ
ー

栄養士 土屋 ひろ子

　 　 　 　 コ ーデ ィ 不
一

タ
ー

：

　　　　　　　　　岐阜女子大学家政学部教授　小川宣子

　　 ・第 50 回大会　2005，09．17　金城学院大学

　　　 研究発表 ：L．工頭 5件，ポ ス ター 26件

　　　 シ ン ポ ジウ ム ：「大改革 と家政学 の 行方」

　　　　シ ン ポジ ス ト ：　　　 東海学園大学　南　廣子

　　　　　　　　　　　　　　椙山女学園大学　高阪謙次

　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学　尾島恭子

　　　　　　　　　　　岐阜市立 女子短期大学　宮本教雄

　　　　 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

：　　 金城学院大学　古寺　浩

　　 ・第 51 回 大会　2006．09．09　名古屋 文化短期大学

　　　 研究発表 ：ポス タ ー46件

　　　 講演会 ：「こ とば と人間関係」

　　　　講 師　名古屋 文化短期大挙専攻科講 師　森　孝子

　　　 交流 会 ：冷凍食品の lt手な利用方法

　　 ・第 52 回大会　2007．09．15　名古屋学芸大学

　　　 研究発表 ：凵頭 25 件

　　　 講演会 ：「夢の 長寿社会」

　　　　　　　　　 講師　名古屋学芸大 学学長　井形 昭弘

　　　 （3） 研究活動

　　 平成 10年度

　　 ・1998．07．25 今池ガ ス ビル

　　　 日本家政学会創立 50周 年記念事 業

　　　 中部支部 市民 フ ォ
ー

ラ ム

　　　 講演 会 ：「た ま ご の 不思議一家庭 生 活 を科学 する］

　　　　　　　　　　 講 師　岐阜女子大学教授　小 川宣子

　　 平成 U 年度

　　 i　1999 ．10．30　東海女子短期大学

　　　 懇談 会 ：「生 活経営 ・被服 ・住居
・食物 の 4 領域 で

　　　　　　　 今後 へ 向けて 懇談」

　　 平成 12 年度

　　 ・2000．12．21 名古屋 女子大学

　　　 イ ン タ
ーネッ ト研修会
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平成 ユ3 年度

・2002．03．24　ウイ ル あ い ち

　学生 の研究発表

　 シ ン ポ ジ ウ ム ： 「循環型社会の 形成へ 向けて一家政

　　　　　　　 学か ら の ア プ ロ ーチ」

　　シ ン ポ ジ ス ト ニ大藪千穂 ・
酒井映子

・島田裕子
・

　　　　　　　　 松 居正 樹 ・大野庸子

平成 14年度
・2002．10．27 愛知芸術文化セ ン タ

ー

　 フ ォ
ー

ラ ム ：「共 同参画型社会に 向けて ，家政学 を

　　　　　　　ど の よ うに 生 か せ る か 」

　　話題提供者 ：小 野幸
一 ・高 間　睦 ・中森千佳子 ・

　　　　　　　 福 田靖子 ・堀江和代 ・大野庸子
・2003．03．09　ウ イル あい ち

　学生 の 研究発 表

平成 15年度

・2003，10．26 ウ イ ル あい ち

　 フ ォ
ー

ラ ム ：「循 環型社 会 を 目指す ラ イ フ ス タ イ ル

　　　　　　　の あ り方」

　　話題提供者 ：平出　勝 ・萩原喜之 ・長谷川昇 ・

　　　　　　　　大羽和子

・2004 ，03．10　名古屋女子大学

　 院生 ・学生研究発表会

平成 16 年度
・2005．03．08　名城 大学

　 院生 ・学生研究発表会

平成 ユ7 年度

・2006．03，06　椙 山女学園大 学

　 院生 ・学生研究発表会

平成 18年 度

・2007，03．05　岐阜女子大学文化情報研究セ ン タ ー
明

　徳キ ヤ ン パ ス

　家政学関連院生 ・学生研究発表会

平 成 19 年度
i
　2008．03．03　岐阜女子大学 文化 情報研 究 セ ン タ

ー
明

　 徳 キ ャ ン パ ス

　 家政学関連院生 ・学生研究発表会

　   　全 国大会開催

　  日本 家政学 会 の 全 国大会 が，こ の 10 年間で 2 回

開催 された．第 51 回大 会が名城 大学 ・ウ イ ル あ い ち

（主管校　名古屋女子 大学） に て ，第 59 回大会が岐阜

市の 長良川国際会議場 （主管校 　岐 阜女子大学）に て

開催 され た ．どちらの 大会 も中部 支部会員 の 多大な る

協力の お か げで 滞 りな く実施する こ と が で きた，

学会活動の 回顧 と展望

　　　　　   日本家政学会第 51 会大会

　　　　　　 開催 日 ：平成 11年 5 月 28〜30 日

　　　　　　 場　所 ：ウ イ ル あ い ち，名城大学

　　第 1 日

　　 ・一般 公開講演 ：「21 世紀の 健康 と生 活 の 質」

　　　　講師　あい ち健康 の 森 ・健康科学総合セ ン タ ー長

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 井形 昭弘

　　 ・シ ン ポジ ウム 1 ：「生 活の 質を問 う」

　　第 2 日

　　 ・研究発表

　　 ・若手の 会主催講演会 ：「女性研 究者の プ ロ 意識」

　　　講師　名古屋大学 生物分子 応答研究 セ ン ター
助 教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高倍 鉄 予

　　 ・総会 ・学会賞授与式

　　 ・特別講演 ：「どうな る こ れ か らの 暮 らし」

　　　　　 講師　中部大学大学院経営情報学研 究科教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 飯田経夫

　　 ・シ ン ポジ ウ ム H ：「震災研 究 か ら考 え る 家 政学 の 新

　　　 しい 視点」

　　 ・懇親会

　　第 3 口

　　 ・
研 究発 表

　 　 ・ポス タ
ー

セ ッ シ ョ ン

　　曲 日本家政学会第 59会大会

　　　開催 日 二平成 19 年 5 月 ll〜13 目

　　　場 所 ：岐阜市長 良川国 際会議場

　　第 1 日

　　 ・講演 1 ：「安全 安心 な社会一生活 と の 関わ りか ら」

　　　　　　 講師　東京大学先端技術研究セ ン タ
ー
教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 御厨　貴

　　 ・講演 2 ：「安全安 心 な国際社会 づ く りの 取 り組 み と

　　　　　　家政学」

　　　講師　国際協力機構客員専門員社会開発 ア ドバ イザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小向絵里

　　 ・総会 ・学会賞授与式

　　
・エ ク ス カ ーシ ョ ン　長良川 「鵜飼 開き」 の 見 学

　　第 2 日

　　 ・研究発表 ・ポ ス ター
セ ッ シ ョ ン

　　 ・講演 ：「江戸時代 の 美濃」

　　　　　　講師　岐阜市立女子短期大学 学長　松 田之利

　　　　　　鵜飼実演　宮内庁式部職鵜匠代 表　山下純司

　　
・特別講演 ：「安全 安心 な 社会

一
美 し くな る に は」

　　　　　　　　　 講師　岐阜女子大学学長　堀　幹夫

　　 ・シ ン ポジ ウ ム ：「安全安心 で 豊か な社会を目指 して 」
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日 本家 政 学会誌　Vol，60　No．3 （2009）

　 　 シ ン ポ ジ ス ト

　「食品企 業で の取 り組み」

　　上 海味 の 素食 品研究 開発中心有限公 司　野坂千秋

　「赤ち ゃ ん を産 む」　お茶の水女子大学　菅原ますみ

　「高齢者へ の 心遣 い 1　　　　 放送大学　松村祥子

　「お し ゃ れ と心 の 豊かさ」　文化女子 大学　古賀令子

　 　 コ ー
デ イ rs　一タ

ー

　　　　　和洋女子 大学　大会運営委員長　畑江敬 予

・懇親会

第 3 日

・
研 究発表 ・ポ ス ターセ ッ シ ョ ン

・ミ ニ 講 演 ユ：「悪徳 商法， こ んな手口 に気 をつ け て」

　講師　岐阜 市消費生活 セ ン タ
ー

副 ii査 　片倉真理子

・ミ ニ 講演 2 ：「生活 の 中の 情報 の 考え方」

　　　講師　岐阜大学総合情報 メ デ ィ ァ セ ン ター教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 篠田成郎
・若手 の 会

　シ ン ポ ジウ ム ：「家政学を活かす
一

産官学で 連携す

　　　　　　　　る一」

　〔5） 内規
・申 し合わ せ の 改 正

　 「支部役 員お よ び 本 部理事 ・代議員 候補 者 の 選 出内

規」を平成 13年，平成 15年，平成 18 年に，「申し合

わせ 」 を平成 工8 年に改正 した．

　（6） そ の 他

　広報活動 と し て 支部の ホ ーム ペ ージ を立 ち上 げ，さ

ら に リニ ュ
ー

ア ル を実施 し活動内容や情報 を発信 して

きた ．ま た支部 の メ
ー

リ ン グ リス トの 立ち上 げ も行 い

活用 され て い る．

　 若手の 会の活動 もホ
ー

ム ペ
ー

ジ を立ち上 げ，研究会

や シ ン ポ ジ ウ ム を実施 し活発化 を は か っ て い る ．

　5．今後の展望

　社会が要求 して い る こ とが らは家政学が まさ に取 り

組ん で い る 内容で ある ．し か し，そ の 取 り組み 内容は

社会に知 られ て い な い の が 現実で あ る，家政学の 活性

化 の た め に は ，日本家政学 会か ら情 報発信 をす る と と

もに，他の 分野 と共同研究，そ して 若手の 入会促進を

行 うとい う こ とが肝 要 で あ ろ う，

　中部支部で は ，情報発信 として支部活動を ホ ーム ペ ー

ジ で詳細に 紹介する とともに，活動内容を知 っ て い た

だ くた め に教員を対象と した シ ン ポジ ウ ム の 開催を積

極的 に 実 施 して い る．複合分野 との 共同研究 として 若

手 の 会で は 「食育 ・服育 ・住育」を共通 テ ーマ と し て ，

定期的な研究会を行 っ て い る．

　若 予の 方に 多数入会 して い た だ くた め に ， 平成 14

年度か ら学生 ・大学院生 の 研究発表を実施 し，学生 に

は 大会 の 参加 費や 懇親会費の 無料化 を図 り，学生 たち

の仲間づ くりや学会の 様子を知 っ て もらう機会の設定

を行 っ て きた．

　 こ れ ら の 結果 ，学生会員 の 入会者数 の 増加 や大会 の

参加者 の 年齢層が若 くな り，男性 の 参加者 も増 えて き

て い る．

　大会会場 も従来の ように大学で の 開催が難 し くな っ

て お り，大学以外の会場に おける 開催の増加が経費に

負担をか ける よ うに な っ て きて い る ．

　 い ま ま で の諸先輩の先生 方が そ れ ぞ れ の 社会に応 じ

た 企画 や対応に よ り，日本家政学会の 発展 に つ くして

こ られ た こ と を考え る と，会員 の 増 員 や 社 会 へ の 家政

学認知 の 方法 な どを支部会員 とともにさらなる検討 を

して い く こ とが課題 で あ ろ う．

関　西　支　部

関西支 部長 小 野 木 禎 彦

　 日 本 家 政 学 会 設 立 5G 周 年 後 の 関西 支 部 10 年 間

（1998年か ら 2007 年）の 活動 を紹介 し た い ．こ の lO

年間で は関西支部長は西村
．
朗 先 生 （奈 良女子大学 ，

現在平安女学院大学）が 2期 9 の 2年，的場輝佳先生

（奈良女子大学，現在関西福祉科 学大学）が 2 期 4 年，

磯 田 憲生先生 （奈良女子大学）が 1期 2年，今井範子

先生 （奈 良女子 大学）が 1 期 2年，そ れ ぞれ選挙 に よ

り選 出 され 支部長 と して 務 め られ た．支部長 は す で に

「50周年記念特集号」に も記さ れ て い る よ うに，正会

員 に よ る 選挙 で 選 ば れ る よ うに な っ た ．現在は ，さ ら

に 改 正 が 行わ れ ，ユ0 名の 支部役員選出委員 に よ り，

支部 長候補者 3 名以 内を推薦する こ と に な っ て い る．

そ の 後，支部 正会員 に よ る投票に も と づ き，支部長候

補者 1名 を選出 し，そ の後 の 支部総会で承認を得 る と

い う手続 きが取 ら れ て い る．なお ，支部長任期 は最長

で 連続 3期 で あ る が ，支部長 2 期 4 年 で もそ の 負担 が
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